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SFG （和周波発生）は二次非線形振動分光法で表面もしくは界面の分子振動を
解析 （構造・配向）することができます。
SFG分光法は高い界面選択性があり、薄膜などの単分子層を測定できます。赤
外光の波長を掃引して測定することで、表面・界面にある分子をスペクトルより
特定でき、入射光と出射光の偏光を変えることで表面・界面の分子配列を測定
することができます。赤外光の波長範囲は 4300 ～ 625 cm-1 （2.3 μm～
16 μm）で、分解能は ＜6 cm-1です。
位相、強度を測定できるPhase-Sensitive （位相敏感）SFGモジュールや
SFG顕微鏡モジュールもあります。

SFG分光システム（和周波発生）

  表面・界面の分子振動を解析 （構造・配向）
  各種界面の測定可能 
（固体－気体、固体－液体、 液体－気体、液体－液体界面）
  非破壊・非接触測定
  高感度検出　サブモノレイヤの計測可能

光法で表面もしくは界面の分子振動を

膜などの単分子層を測定できます 赤

発生）

表面・界面（固体・液体・気体）
分子振動解析／非接触測定

  リファレンスチャンネル
  6 軸サンプルホルダー（電動もしくは手動）
  サンプル用パージボックス
  二重共鳴：波長可変可視レーザー光としてOPGを追加
  高分解能オプション：スペクトル分解能 2 cm-1

  SHG分光

SFG分光

表面・界面の構造解析、大気中においての表面化学反応、
表面ダイナミクス、電気化学、エピタキシャル成長などの研究へ

▲ UV硬化接着剤の和周波スペクトル
（硬化前と硬化後）

‘19.10月より
デモ測定、開始 !

SFG01

 特長  測定データ

 オプション



  UHV環境下で、フェルミ準位、イオン化ポテンシャル、バンドギャップの測定
  サンプルの加熱 ･冷却中、バイアス電圧の印加中など、実動作環境化での測定
  有機・無機半導体デバイスの測定
  KP・PYS測定室、サンプル処理室の間を大気にさらさず搬送
  低エネルギー IPES(LEIPS*)を接続し、高精度 LUMO準位の測定も可能
*エイエルエステクノロジー社製

大気中で仕事関数、イオン化ポテンシャルを非接触で測定します。励起光（3.4 ～ 7eV）を
照射し、試料表面に接近させたΦ2mmのプローブで光電子 /大気イオンを検出します。類似
した測定手法の光伝導度は光学バンドギャップを計測しますが、光電子分光は真空準位を超
えた電子を検出し仕事関数の絶対値を評価します。光源モジュールを追加した場合、励起エネ
ルギー範囲を紫外から近赤外域まで拡大可能です。 光電子の検出部にケルビンプローブのチッ
プを使用しており、金をリファレンスにしたケルビンプローブ法による相対仕事関数測定も行え
ます。有機 ELや有機太陽電池のみならず、様々な材料の評価に利用可能です。

仕事関数測定システム（APSシリーズ）

オペランドKP-PYS材料分析システム

  イオン化ポテンシャル （EV）、フェルミ準位 （EF） を１台で測定
  ケルビンプローブによる相対仕事関数測定も可
  光電子収量分光法 （PYS） による仕事関数の絶対値測定
  UV光源エネルギー範囲：3.4 ～ 7.0 eV （176 ～ 360 nm） 
  大気中・非接触測定

イオン化ポテンシャル(EV)とフェルミ準位(EF) を１台で測定！
ペロブスカイト、量子ドットの評価に最適！

電子デバイス材料のオペランド解析に革新的ツールが登場！ 
実動作下でのエネルギー準位測定を実現 !

KP法による表面電位マッピング 金/アルミの境界 PYS法による仕事関数の測定

KT02

KT05

 特長

 特長 / 用途・アプリケーション



環境制御 X線光電子分光装置 EnviroESCA

  試料環境を0.1 気圧～高真空まで制御
  大型サンプル測定可能（Φ60 mm、高さ40 mm）
  最高試料温度：1200℃
  簡単試料導入

EnviroESCAは試料を準大気圧（最大 0.1 気圧）環境下
で測定し、従来のような超高真空環境を必要としません。液
体・含水性試料はもちろん、揮発試料や激しく脱ガスする多
孔質な試料でも、EnviroESCAの試料室に投入後、僅か数
分後には測定を開始します。従来型XPSでは測定を諦めて
いた試料を分析できるだけでなく、雰囲気ガスや温度を自由
に制御して新しい研究分野を開拓する強力な武器となります。
現在急速に注目を集めている、デバイス動作環境下での測定、
いわゆる“オペランド測定 ”も簡単に実現できます。

▲ 水のO 1s 光電子スペクトル

ESCA

SPC01

溶液試料もそのまま自動分析

 特長

 測定例｜水のO1s光電子スペクトル



ラマン散乱の化学組成や分子構造情報に加えて、ブリルアン散乱の機械
的特性（粘弾性・弾性率）情報を得ることにより、サンプルを多角的に
分析することが可能です。

顕微ブリルアン・ラマン分光装置Nanofi nder 

  非接触測定
  深さ方向分析

  イメージング
  ラマンとの同時測定

  生体細胞、生体材料   化粧品   プラスチック

Raman分光

NF07

顕微ラマン分光部とブリルアン散乱測定を複合化

 特長

 用途・アプリケーション

 測定例｜UV硬化接着剤



 New 総合カタログ2024-2026を発刊！

＊ 


